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▲激励状贈呈の様子
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「あつま田舎まつり」が53回目の開催を迎えた。厚
真町のメインストリートにて同町の関係団体が「田
舎まつり音頭パレード」に参加。JAとまこまい広域
の役職員31名が踊り、前夜祭を盛り上げた。
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カメラレポート

理事会報告

・【白老】 2025白老牛肉まつり開催

　　道内最大規模の肉フェス

・第53回あつま田舎まつり開催

　　JAとまこまい広域が地域振興に貢献

期待の農力　折坂拳聖さん

ワンポイント営農情報 

あぐり講座 

ＪＡからのお知らせ

ホクレンSS サマーフェア

JAバンク　夏の貯金キャンペーン2025

　
J
A
と
ま
こ
ま
い
広
域
は
6
月
10
日
、

厚
真
町
の
本
所
で
令
和
7
年
度
新
規
就
農

者
激
励
会
を
開
催
し
た
。
今
年
度
は
厚
真

支
所
4
名
、
早
来
支
所
2
名
、
追
分
支
所

で
2
名
の
計
8
名
（
う
ち
夫
婦
就
農
2
件
）

が
就
農
を
果
た
し
、
同
会
に
は
5
名
が
参

加
。
同
J
A
は
平
成
15
年
度
の
初
回
か
ら

述
べ
2
1
5
名
の
新
規
就
農
者
を
激
励
し
て

い
る
。　

開
催
に
あ
た
り
堀
組
合
長
よ
り
参
加
者
へ

激
励
の
こ
と
ば
が
贈
ら
れ
、
激
励
状
が
手
渡

さ
れ
た
。
ま
た
、
参
加
者
よ
り
今
後
の
抱
負

が
述
べ
ら
れ
、
厚
真
町
幌
内
地
区
で
新
規
就

農
を
果
た
し
た
工
藤
純
輝
さ
ん（
27
）は「
人

と
人
と
が
つ
な
が
っ
て
い
け
る
よ
う
な
農
業

を
目
指
し
た
い
。
若
い
世
代
だ
か
ら
こ
そ

様
々
な
困
難
に
柔
軟
に
対
応
し
て
、
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　
参
加
者
に
は
激
励
状
の
ほ
か
J
A
グ
ル
ー

プ
4
連
及
び
全
共
連
か
ら
記
念
品
と
し
て
農

業
関
連
の
書
籍
や
果
樹
の
苗
木
、
同
J
A
よ

り
オ
ー
バ
ー
オ
ー
ル
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　
同
会
終
了
後
に
は
、
J
A
北
海
道
中
央

会
札
幌
支
所
の
小
林
直
弘
主
査
を
講
師
と

し
て
「
J
A
の
成
り
立
ち
と
役
割
及
び
北
海

道
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
」
を
主
題
と
し

た
研
修
会
を
開
催
。
参
加
者
は
J
A
の
基
本

的
な
仕
組
み
や
各
連
合
会
な
ど
の
組
織
と
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。
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新
規
就
農
者
紹
介

①
農
業
を
志
し
た
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

②
今
後
ど
の
よ
う
な
農
業
を
し
て
い
き
た
い
で
す
か
？

③
趣
味
や
特
技
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

④
５
年
後
の
自
分
に
向
け
て
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

①トマト・ミニトマトが嫌い
で、ある農家さんのもぎたてトマトの美味しさ
に感動し、自分も作ってみたいと思った。

②施設栽培中心に頑張りたい。花きにも挑戦し
てみたい。

③野球観戦。
④色々あると思うけど頑張れ!

【厚真支所】
経営主：丸山亮太（本人）
経営体：野菜 

丸山　亮太さん
（35歳）

まる やま りょう た

①妻に農業をしたいと言
われて興味を持ったため。また、これから1次
産業が大切な時代になると思ったため。

②今後は面積を拡大して有機農業での土地利
用型農業を目指していきたい。また投入する
資源のバランスを考えて、環境に配慮した農
業を行っていく。

③趣味は読書、ポッドキャスト、動画コンテンツ
視聴（農業、経営、哲学、言語学、IT、ガジェッ
ト、カメラ等）

④安平町の一員として、地域にしっかり貢献しな
がら農業を行ってください。

【早来支所】
経営主：佐藤賢治（本人）
経営体：畑作 

佐藤　賢治さん
（37歳）

さ とう けん じ

①私が農業を志した理由
は、父が農家をしていて幼いころから農作業
を手伝う機会が多く、物心がついたときには、
自分も農家になりたいと思ったから。

②今後、高齢化が進むことが予想される中で、農
業を通じて人と人とがつながっていけるよう
な環境を目指して、効率よく若い世代だからこ
そ柔軟に対応して、新しい技術と経験の両方
を学びながら農業に従事していきたいです。

③趣味は野球、バレーボール
④農業は大変だと思うけど、体に気をつけて時

代の流れに柔軟に対応して農業を楽しんでね!

【厚真支所】
経営主：工藤敏克
経営体：稲作・野菜 

工藤　純輝さん
（27歳）

く どう じゅん き

①以前から農業に興味があ
り、年齢を重ねるとともに日本の食料自給率の低さ
にも危機感を抱くようになりました。それと同時に、
東京で働いているときに農家をしている祖母から野
菜が送られてきて、その美味しさと種から食物を作
れる技術の素晴らしさを感じ、就農を決意しました。

②高い収量と秀品率を目指して、美味しいメロ
ンを栽培していく。

③趣味：カメラ、オーディオ、キャンプ、筋トレ、ゲーム
　特技：スキー、スノーボード、ランニング
④今は上手くいってないけど、少しは成長でき

ているでしょうか。

【追分支所】
経営主：小寺毅（本人）
経営体：野菜 

小寺　毅さん
（42歳）

こ でら たける

①酪農業に興味を持った
ため。

②酪農業について仕事内容を理解し、一人前に
業務を遂行できるようにしていきたい。

③趣味はスポーツ観戦、読書。特技は特にあり
ません。

④一人前に農業に従事できるように頑張ってく
ださい。

【厚真支所】
経営主：堀弘幸
経営体：酪農 

堀　祐弥さん
（32歳）

ほり ゆう や

①自分のこれまでの経験
と職歴、個人事業主になりたいという目標か
ら農業を志した。

②短期目標としては、ハウス増棟による規模拡
大と土壌特性の把握による、肥培・栽培管理
の最適化を進めていきたい。長期目標として
は、5年後の計画数字のクリアの準備と行動。

③機械系メーカーを数社経験しているので、車・
農機の修理ができます。

④計画数字は達成できましたか？環境の変化に
応じ、価値観をアップグレードして日々最適な
営農をしていこう!!

【厚真支所】
経営主：中野佑一（本人）
経営体：野菜 

中野　佑一さん
（40歳）

なか の ゆう いち
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農機の修理ができます。

④計画数字は達成できましたか？環境の変化に
応じ、価値観をアップグレードして日々最適な
営農をしていこう!!

【厚真支所】
経営主：中野佑一（本人）
経営体：野菜 

中野　佑一さん
（40歳）

なか の ゆう いち

02 01
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　J
A
と
ま
こ
ま
い
広
域
は
6

月
6
日
、
む
か
わ
町
穂
別
地
区

に
あ
る
穂
別
町
民
セ
ン
タ
ー
で

「
農
業
振
興
対
策
協
議
会
」
を

開
催
し
、
管
内
の
1
市
4
町
の

首
長
と
関
係
機
関
よ
り
計
32
名

が
出
席
し
た
。

　開
会
に
あ
た
り
堀
弘
幸
組
合

長
は
「
農
業
は
出
口
の
見
え
な

い
問
題
が
山
積
し
て
お
り
ま

す
。
各
行
政
を
交
え
た
意
見
交

換
を
行
い
、
情
報
共
有
を
図
っ

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

挨
拶
し
た
。

　胆
振
総
合
振
興
局
は
国
政
に

関
す
る
提
案
や
管
内
農
政
の
動

向
、
胆
振
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
か
ら
は
生
育
状
況
や
農
作

業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
た
。
ま
た
、
J
A
北
海
道

中
央
会
よ
り
作
況
変
動
に
伴
う

需
給
変
動
に
対
応
す
る
流
通
対

策
、
水
田
政
策
の
見
直
し
へ
向

け
た
考
え
方
が
示
さ
れ
た
。

　各
市
町
に
お
け
る
話
題
と
農
業
課
題
が
提
起

さ
れ
た
意
見
交
換
会
で
は
、
鳥
獣
対
策
や
担
い

手
確
保
、
諸
生
産
費
高
騰
な
ど
地
域
農
業
を
取

り
巻
く
様
々
な
問
題
に
対
す
る
各
行
政
の
取
り

組
み
が
首
長
よ
り
述
べ
ら
れ
た
。
米
不
足
の
話

題
に
関
し
て
厚
真
町
の
宮
坂
尚
市
朗
町
長
は

「
米
価
の
調
整
機
能
は
本
当
に
必
要
か
。
安
定

供
給
へ
向
け
た
施
策
に
舵
を
切
る
べ
き
で
は
な

い
か
」
と
流
通
体
制
の
見
直
し
と
増
産
を
訴
え

て
い
く
必
要
性
を
示
し
た
。

広域

１
市
４
町
の
首
長
ら
が
農
業
振
興
へ
向
け
た

意
見
交
換
・
情
報
共
有
を
図
る

J
A
と
ま
こ
ま
い
広
域
農
業
振
興
対
策
協
議
会
開
催

　胆
振
管
内
Ｊ
Ａ
と
ま
こ
ま
い
広
域
は
7
月
3

日
、
安
平
町
の
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

場
で
「
2
0
2
5 

Ｊ
Ａ
と
ま
こ
ま
い
広
域
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
シ
ョ
ウ
」
を
開
催
し
た
。
未
経
産
の

部
で
山
田
美
晴
さ
ん
（
厚
真
町
）
の
「
オ
ー
シ

ヤ
ン 

ル
イ
ス 

ハ
ー
ゲ
ン
」、
経
産
の
部
で
小
華

和
寛
紀
さ
ん
（
安
平
町
）
の
「
K 

1
1
5
3 

チ
ユ
ン
キ
ー 

ア
ル
フ
ア
ベ
ツ
ト
」
が
そ
れ
ぞ

れ
最
高
位
に
輝
い
た
。

　今
年
度
は
、
管
内
の
酪
農
家
よ
り
未
経
産
牛

11
頭
（
4
部
門
）
と
経
産
牛
10
頭
（
3
部
門
）

の
計
21
頭
が
出
陳
。
S
T
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

の
高
橋
忠
司
氏
が
審
査
員
を
務
め
、
部
門
別
審

査
と
最
高
位
審
査
、
講
評
を
行
っ
た
。
第
6
部

審
査
で
は
来
場
者
全
員
が
参
加
可
能
な
順
位
予

想
投
票
を
開
催
。
出
陳
さ
れ
る
5
頭
の
順
位
を

予
想
し
、
審
査
結
果
に
最
も
近
い
10
名
の
参
加

者
へ
管
内
安
平
町
追
分
の
特
産
ア
サ
ヒ
メ
ロ
ン

が
贈
ら
れ
た
。

広域

丹
精
込
め
育
て
た
牛
が
最
高
位
を
競
う

J
A
と
ま
こ
ま
い
広
域
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
シ
ョ
ウ
開
催

追分

〜
家
族
と
一
致
団
結
し
初
出
荷
を
迎
え
る
〜

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ス
タ
ー
チ
ス
初
出
荷

　肌
を
な
で
る
風
が
爽
や
か
な
6
月
4
日
。

　安
平
町
追
分
特
産
で
あ
る
追
分
カ
ン
ロ
が
初

出
荷
を
迎
え
た
。
今
年
最
初
の
出
荷
と
な
っ
た

の
は
、
追
分
カ
ン
ロ
組
合
副
組
合
長
を
務
め
る

鎌
野
太
地
さ
ん
で
、
初
出
荷
の
カ
ン
ロ
は
「
小

林
香
瓜
」
11
箱
と
な
っ
た
。

　「今
年
は
春
先
か
ら
気
温
が
低
く
日
照
時
間

が
短
い
影
響
も
あ
り
全
体
的
に
小
ぶ
り
で
は
あ

る
が
、
糖
度
に
関
し
て
は
14
度
か
ら
15
度
と
例

年
に
比
べ
る
と
高
く
、
甘
み
の
あ
る
美
味
し
い

カ
ン
ロ
と
な
っ
た
。
寒
さ
の
対
策
と
し
て
、
ハ

ウ
ス
資
材
を
使
用
し
ト
ン
ネ
ル
を
1
枚
の
と
こ

ろ
を
2
枚
か
け
、
早
め
に
ハ
ウ
ス
を
閉
め
る
な

ど
工
夫
を
凝
ら
し
た
。
天
候
に
左
右
さ
れ
不
安

な
気
持
ち
が
続
く
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
無
事
初

出
荷
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉
し
く
思

う
。
こ
れ
か
ら
も
お
客
様
に
美
味
し
い
カ
ン
ロ

を
提
供
し
て
い
き
た
い
」
と
鎌
野
さ
ん
は
話
し

て
く
れ
た
。

　翌
日
、
札
幌
み
ら
い
中
央
青
果
で
行
わ
れ
た

初
競
り
で
は
、
L
（
14
〜
15
玉
入
り
）
の
カ
ン

ロ
が
最
高
1
万
円
の
価
格
を
つ
け
、
今
回
出
荷

さ
れ
た
11
箱
合
計
で
お
よ
そ
7
万
3
千
4
百
4

十
円
（
税
込
み
）
と
な
っ
た
。

　今
年
、
追
分
カ
ン
ロ
組
合
で
は
、
生
産
者
6

戸
で
3
・
2
ha
を
栽
培
し
、
9
月
中
旬
ま
で
に

7
，
3
6
0
箱
（
59
ト
ン
相
当
）
を
出
荷
す
る

予
定
で
、
販
売
額
は
お
よ
そ
2
千
7
百
9
十
8

万
円
を
目
指
す
。

追分

今
年
の
販
売
目
標
金
額

　２
千
７
百
９
十
８
万
円

追
分
カ
ン
ロ
初
出
荷
・
初
競
り

　初
夏
を
感
じ
る
5
月
18
日
、
追
分
花
卉
生
産

組
合
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ス
タ
ー
チ
ス
の
出

荷
が
始
ま
っ
た
。
初
出
荷
と
な
っ
た
の
は
追
分

旭
地
区
の
富
永
勝
利
さ
ん
。
今
回
出
荷
さ
れ
た

品
種
は
、「
山
吹
」
と
「
紅
天
」
の
2
種
類
。

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ス
タ
ー
チ
ス
は
、
い
く
つ
か
の

ス
タ
ー
チ
ス
の
品
種
が
交
雑
し
て
生
ま
れ
た
園

芸
種
で
、
花
穂
が
小
さ
く
、
細
い
茎
に
た
く
さ

ん
の
花
を
咲
か
せ
る
特
徴
が
あ
る
。

　ま
た
、
今
回
出
荷
さ
れ
た
「
山
吹
」
は
明
る

く
鮮
明
な
黄
色
が
特
徴
の
花
。「
紅
天
」
は
ピ

ン
ク
色
が
特
徴
の
花
で
、
ど
ち
ら
も
色
抜
け
が

遅
く
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
で
も
長
く
色
が
楽
し
め

る
品
種
と
し
て
有
名
だ
。

　「今
年
は
、
例
年
に
比
べ
気
温
が
低
く
日
照

不
足
の
影
響
も
あ
り
生
育
が
遅
れ
、
昨
年
よ
り

1
週
間
ほ
ど
遅
い
出
荷
と
な
っ
た
。
天
候
に
も

左
右
さ
れ
不

安
な
気
持
ち

が
続
く
こ
と

も
あ
っ
た

が
、
し
っ
か

り
と
成
長
し

例
年
通
り
色

鮮
や
か
で
ボ

リ
ュ
ー
ム
の

あ
る
花
に

育
っ
て
く
れ

た
。
近
年
、

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ス
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
が
、
今

後
、
花
の
需
要
が
上
が
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
な
が
ら
、
色
鮮
や
か
で
高
品
質
な
花
を
消

費
者
に
提
供
し
て
い
き
た
い
。
長
丁
場
の
出
荷

と
な
る
が
、
体
調
に
気
を
付
け
な
が
ら
家
族
と

協
力
し
、
出
荷
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
、
富

永
さ
ん
は
意
欲
を
燃
や
し
て
い
た
。

　同
組
合
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ス
タ
ー
チ
ス
は
昨

年
9
月
上
旬
に
定
植
さ
れ
、
半
年
以
上
の
長
い

生
育
期
間
を
経
て
出
荷
と
な
っ
た
。
同
組
合
で

は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ス
タ
ー
チ
ス
、
ト
ル
コ
ギ

キ
ョ
ウ
を
そ
れ
ぞ
れ
需
要
期
に
合
わ
せ
作
付
け

し
、
11
月
頃
ま
で
札
幌
を
中
心
に
出
荷
す
る
予

定
だ
。

▲議論の様子

▲受賞した牛と関係者ら

▲祝辞を述べる石橋
専務

▲初出荷を迎えた鎌野太地さん
▲初出荷されたカンロ

▲鮮やかな山吹

▲初出荷を迎えた冨永さん（左から亜由美さん・勝利さん・小百合さん）

▲審査の様子
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百
4

十
円
（
税
込
み
）
と
な
っ
た
。

　今
年
、
追
分
カ
ン
ロ
組
合
で
は
、
生
産
者
6

戸
で
3
・
2
ha
を
栽
培
し
、
9
月
中
旬
ま
で
に

7
，
3
6
0
箱
（
59
ト
ン
相
当
）
を
出
荷
す
る

予
定
で
、
販
売
額
は
お
よ
そ
2
千
7
百
9
十
8

万
円
を
目
指
す
。

追分

今
年
の
販
売
目
標
金
額

　２
千
７
百
９
十
８
万
円

追
分
カ
ン
ロ
初
出
荷
・
初
競
り

　初
夏
を
感
じ
る
5
月
18
日
、
追
分
花
卉
生
産

組
合
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ス
タ
ー
チ
ス
の
出

荷
が
始
ま
っ
た
。
初
出
荷
と
な
っ
た
の
は
追
分

旭
地
区
の
富
永
勝
利
さ
ん
。
今
回
出
荷
さ
れ
た

品
種
は
、「
山
吹
」
と
「
紅
天
」
の
2
種
類
。

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ス
タ
ー
チ
ス
は
、
い
く
つ
か
の

ス
タ
ー
チ
ス
の
品
種
が
交
雑
し
て
生
ま
れ
た
園

芸
種
で
、
花
穂
が
小
さ
く
、
細
い
茎
に
た
く
さ

ん
の
花
を
咲
か
せ
る
特
徴
が
あ
る
。

　ま
た
、
今
回
出
荷
さ
れ
た
「
山
吹
」
は
明
る

く
鮮
明
な
黄
色
が
特
徴
の
花
。「
紅
天
」
は
ピ

ン
ク
色
が
特
徴
の
花
で
、
ど
ち
ら
も
色
抜
け
が

遅
く
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
で
も
長
く
色
が
楽
し
め

る
品
種
と
し
て
有
名
だ
。

　「今
年
は
、
例
年
に
比
べ
気
温
が
低
く
日
照

不
足
の
影
響
も
あ
り
生
育
が
遅
れ
、
昨
年
よ
り

1
週
間
ほ
ど
遅
い
出
荷
と
な
っ
た
。
天
候
に
も

左
右
さ
れ
不

安
な
気
持
ち

が
続
く
こ
と

も
あ
っ
た

が
、
し
っ
か

り
と
成
長
し

例
年
通
り
色

鮮
や
か
で
ボ

リ
ュ
ー
ム
の

あ
る
花
に

育
っ
て
く
れ

た
。
近
年
、

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ス
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
が
、
今

後
、
花
の
需
要
が
上
が
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
な
が
ら
、
色
鮮
や
か
で
高
品
質
な
花
を
消

費
者
に
提
供
し
て
い
き
た
い
。
長
丁
場
の
出
荷

と
な
る
が
、
体
調
に
気
を
付
け
な
が
ら
家
族
と

協
力
し
、
出
荷
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
、
富

永
さ
ん
は
意
欲
を
燃
や
し
て
い
た
。

　同
組
合
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ス
タ
ー
チ
ス
は
昨

年
9
月
上
旬
に
定
植
さ
れ
、
半
年
以
上
の
長
い

生
育
期
間
を
経
て
出
荷
と
な
っ
た
。
同
組
合
で

は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ス
タ
ー
チ
ス
、
ト
ル
コ
ギ

キ
ョ
ウ
を
そ
れ
ぞ
れ
需
要
期
に
合
わ
せ
作
付
け

し
、
11
月
頃
ま
で
札
幌
を
中
心
に
出
荷
す
る
予

定
だ
。

▲議論の様子

▲受賞した牛と関係者ら

▲祝辞を述べる石橋
専務

▲初出荷を迎えた鎌野太地さん
▲初出荷されたカンロ

▲鮮やかな山吹

▲初出荷を迎えた冨永さん（左から亜由美さん・勝利さん・小百合さん）

▲審査の様子
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　J
A
と
ま
こ
ま
い
広
域
早
来

支
所
は
6
月
23
日
（
月
）、
早

来
地
区
生
産
者
4
戸
の
カ
ル

ビ
ー
ポ
テ
ト
㈱
向
け
加
工
馬
鈴

薯
の
生
育
調
査
及
び
圃
場
巡
回

を
実
施
し
、
現
在
の
生
育
状
況

に
つ
い
て
確
認
し
た
。

　今
年
は
、
春
先
の
低
温
・
日

照
不
足
・
雨
続
き
で
植
付
作
業

が
平
年
の
1
週
間
か
ら
10
日
遅

れ
に
な
り
、
前
回
の
萌
芽
調
査

で
は
、
茎
長
ム
ラ
並
び
萌
芽
の

バ
ラ
つ
き
が
散
見
さ
れ
た
。
6
月
か
ら
の
好
天

に
よ
り
植
付
作
業
遅
れ
を
取
り
戻
し
て
き
て
い

る
も
、
作
付
品
種
に
よ
り
茎
長
の
バ
ラ
つ
き
が

あ
る
圃
場
が
見
ら
れ
た
。
一
方
で
、
生
育
の
早

い
圃
場
は
す
で
に
開
花
初
期
を
迎
え
て
い
る
事

か
ら
、
生
産
者
は
熱
心
に
カ
ル
ビ
ー
ポ
テ
ト
㈱

担
当
者
と
意
見
を
交
わ
し
、
当
面
の
主
要
病
害

に
於
け
る
防
除
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
情
報
共

有
を
行
っ
た
。

　生
育
調
査
は
月
2
回
実
施
。
7
月
中
旬
か
ら

は
、
塊
茎
追
跡
調
査
や
株
堀
調
査
を
経
て
収
穫

適
期
を
判
断
し
、
9
月
上
旬
か
ら
収
穫
作
業
が

始
ま
る
。

　カ
ル
ビ
ー
ポ
テ
ト
㈱
向
け

の
加
工
馬
鈴
薯
は
、
平
成
29

年
度
に
早
来
地
区
50
a
か
ら

始
ま
り
、
今
年
で
8
年
目
を

迎
え
た
。
令
和
7
年
産
加
工

馬
鈴
薯
の
作
付
戸
数
は
同

J
A
管
内
で
17
戸
、
作
付
面

積
1
2
0
ha
、
出
荷
数
量
は

4
，8
0
0
t
を
見
込
ん
で

い
る
。

　6
月
13
日
、
苫
小
牧
市
公
設
地
方
卸
売
市
場

に
て
、
む
か
わ
町
穂
別
地
区
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ

ラ
ン
ド
、
ほ
べ
つ
カ
ン
ロ
「
と
も
り
ん
」
の
初

競
り
が
行
わ
れ
、
秀
品
3
L
サ
イ
ズ
8
箱
（
8

㎏
／
箱
）、
2
L
サ
イ
ズ
16
箱
を
は
じ
め
計
51

箱
が
競
り
に
か
け
ら
れ
た
。
そ
の
う
ち
秀
品

2
L
サ
イ
ズ
2
箱
に
1
万
1
千
円
の
高
値
が
付

い
た
。

　前
日
に
は
、
ほ
べ
つ
カ
ン
ロ
生
産
部
会
の
山

中
光
治
さ
ん（
69
歳
）、布
施
義
治
さ
ん（
69
歳
）、

橋
本
幸
雄
さ
ん
（
71
歳
）
の
3
名
が
出
荷
し
た
。

　初
競
り
に
あ
た
り
小
林
朋
導
部
会
長
は
「
春

先
が
日
照
不
足
の
た
め
、
ス
タ
ー
ト
は
小
玉
傾

向
だ
が
、
収
穫
近
く
に
な
り
晴
天
が
続
い
た
こ

と
で
、
糖
度
の
高
い
美
味
し
い
カ
ン
ロ
に
仕
上

が
っ
た
。
多
く
の
人
に
食
べ
て
も
ら
い
食
卓
が

明
る
く
な
れ
ば
」
と
話
し
た
。

　同
部
会
で
は
、
本
年
度
15
戸
の
部
会
員
に

よ
っ
て
、
お
よ
そ
4
，1
0
0
m
作
付
し
、
約

1
1
，0
0
0
ケ
ー
ス
の
出
荷
を
見
込
ん
で
お

り
、
6
月
下
旬
〜
7
月
上
旬
に
ピ
ー
ク
を
迎
え

10
月
上
旬
ま
で
出
荷
が
続
く
予
定
だ
。

厚真

厚
真
産
ハ
ス
カ
ッ
プ
が

初
出
荷
・
初
競
り
を
迎
え
る

J
A
と
ま
こ
ま
い
広
域
厚
真
町
ハ
ス
カ
ッ
プ
部
会

　J
A
と
ま
こ
ま
い
広
域
の
厚
真
町
ハ
ス
カ
ッ

プ
部
会
（
山
口
善
紀
部
会
長
）
は
6
月
23
日
、

厚
真
町
上
野
地
区
の
青
果
物
予
冷
貯
蔵
施
設
に

て
厚
真
産
ハ
ス
カ
ッ
プ
の
初
出
荷
を
迎
え
、
30

件
の
生
産
者
か
ら
3
7
0
ケ
ー
ス
（
1
ケ
ー

ス
：
3
0
0
g
×
4
パ
ッ
ク
）
が
出
荷
さ
れ
た
。

翌
24
日
に
苫
小
牧
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
で
初

競
り
が
行
わ
れ
、
最
上
級
規
格
の
特
A
大
1

パ
ッ
ク
は
最
高
値
1
，5
0
0
円
で
競
り
落
と

さ
れ
た
。

　厚
真
産
ハ
ス
カ
ッ
プ
は
、
在
来
品
種
の
ほ
か

酸
味
を
抑
え
甘
み
の
引
き
立
つ
「
ゆ
う
し
げ
」

や
「
あ
つ
ま
み
ら
い
」
な
ど
生
食
で
も
お
い
し

く
食
べ
ら
れ
る
糖
度
の
高
さ
と
粒
の
大
き
さ
が

特
徴
で
、
2
0
2
4
年
に
は
同
部
会
の
尽
力
に

よ
り
、
特
許
庁
の
地
域
団
体
商
標
に
登
録
さ
れ

て
い
る
。
日
本
一
の
作
付
面
積
を
誇
る
厚
真
産

ハ
ス
カ
ッ
プ
の
知
名
度
拡
大
、
ブ
ラ
ン
ド
力
強

化
に
部
会
一
丸
で
取
り
組
む
様
子
だ
。

　町
内
の
観
光
農
園
で
は
7
月
中
旬
頃
ま
で
、

ハ
ス
カ
ッ
プ
狩
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

早来

圃
場
を
巡
回
し
生
育
状
況
を
確
認

カ
ル
ビ
ー
ポ
テ
ト
㈱
向
け
加
工
馬
鈴
薯
生
育
調
査

穂別

苫
小
牧
市
場
の
初
競
り
で
高
値
１
万
１
千
円

ほ
べ
つ
カ
ン
ロ「
と
も
り
ん
」初
競
り

　む
か
わ
町
穂
別
地
区
の
特
産
物
「
ほ
べ
つ
メ

ロ
ン
」
が
6
月
18
日
よ
り
J
A
と
ま
こ
ま
い
広

域
穂
別
支
所
選
果
場
に
て
初
出
荷
を
迎
え
た
。

今
年
は
、
ほ
べ
つ
メ
ロ
ン
生
産
部
会
（
後
藤
馨

部
会
長
）
の
佐
藤
裕
次
さ
ん
（
63
歳
）、
石
崎
憲

一
さ
ん
（
50
歳
）
の
2
名
が
初
出
荷
を
飾
っ
た
。

　翌
19
日
に
は
札
幌
み
ら
い
中
央
青
果
に
て
初

競
り
が
行
わ
れ
、
秀
品
5
玉
6
箱
（
8
㎏
／
箱
）

な
ど
計
8
箱
を
競
り
に
か
け
た
。
秀
品
5
玉
1

箱
が
最
高
15
万
円
の
値
で
競
り
落
と
さ
れ
た
。

　初
出
荷
に
あ
た
り
石
崎
さ
ん
は
「
今
年
は
4

月
に
曇
天
が
多
く
、
日
照
不
足
の
た
め
着
果
が

遅
れ
た
。
5
月
以
降
は
天
候
が
回
復
し
、
作
業

は
順
調
に
進
ん
だ
。
美
味
し
い
メ
ロ
ン
を
生
産

者
一
丸
と
な
っ
て
、
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、

地
域
を
代
表
す
る
初
夏
の
味
覚
を
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

　ほ
べ
つ
メ
ロ
ン
生
産
部
会
で
は
、
本
年
度
22

戸
の
部
会
員
に
よ
っ
て
、
お
よ
そ
13 

ha
を
作
付

け
、
約
1
7
5
t
の
出
荷
数
量
を
見
込
ん
で
い

る
。
7
月
中
旬
に
出
荷
の
ピ
ー
ク
を
向
か
え
、

8
月
中
旬
ま
で
出
荷
が
続
く
。 

穂別

ほ
べ
つ
メ
ロ
ン
初
出
荷
・
初
競
り

む
か
わ
町
穂
別
地
区
特
産
物「
ほ
べ
つ
メ
ロ
ン
」初
出
荷

▲初競りを迎えたハ
スカップ（苫小牧市に

て）

▲開花期を迎えた圃
場

▲意見交換の様子

▲初競りに掛けられるほべつカンロ（苫小牧市で） ▲笑顔を見せる小林部会長（むかわ
町穂別で）

▲苫小牧市公設地方卸売市場の競りの様子（苫小牧市で）

▲札幌みらい中央青果の初競りの様子（札幌市）

▲初出荷された「ほべ
つメロン」（むかわ町

穂別）

▲検査を受けている様子（むかわ町穂別）

▲初出荷の様子（厚真町にて）
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植
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中
旬
か
ら

は
、
塊
茎
追
跡
調
査
や
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を
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期
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面
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に
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7
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10
月
上
旬
ま
で
出
荷
が
続
く
予
定
だ
。
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り
を
迎
え
る

J
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会

　J
A
と
ま
こ
ま
い
広
域
の
厚
真
町
ハ
ス
カ
ッ

プ
部
会
（
山
口
善
紀
部
会
長
）
は
6
月
23
日
、

厚
真
町
上
野
地
区
の
青
果
物
予
冷
貯
蔵
施
設
に

て
厚
真
産
ハ
ス
カ
ッ
プ
の
初
出
荷
を
迎
え
、
30

件
の
生
産
者
か
ら
3
7
0
ケ
ー
ス
（
1
ケ
ー

ス
：
3
0
0
g
×
4
パ
ッ
ク
）
が
出
荷
さ
れ
た
。

翌
24
日
に
苫
小
牧
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
で
初

競
り
が
行
わ
れ
、
最
上
級
規
格
の
特
A
大
1

パ
ッ
ク
は
最
高
値
1
，5
0
0
円
で
競
り
落
と

さ
れ
た
。

　厚
真
産
ハ
ス
カ
ッ
プ
は
、
在
来
品
種
の
ほ
か

酸
味
を
抑
え
甘
み
の
引
き
立
つ
「
ゆ
う
し
げ
」

や
「
あ
つ
ま
み
ら
い
」
な
ど
生
食
で
も
お
い
し

く
食
べ
ら
れ
る
糖
度
の
高
さ
と
粒
の
大
き
さ
が

特
徴
で
、
2
0
2
4
年
に
は
同
部
会
の
尽
力
に

よ
り
、
特
許
庁
の
地
域
団
体
商
標
に
登
録
さ
れ

て
い
る
。
日
本
一
の
作
付
面
積
を
誇
る
厚
真
産

ハ
ス
カ
ッ
プ
の
知
名
度
拡
大
、
ブ
ラ
ン
ド
力
強

化
に
部
会
一
丸
で
取
り
組
む
様
子
だ
。

　町
内
の
観
光
農
園
で
は
7
月
中
旬
頃
ま
で
、

ハ
ス
カ
ッ
プ
狩
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

早来

圃
場
を
巡
回
し
生
育
状
況
を
確
認

カ
ル
ビ
ー
ポ
テ
ト
㈱
向
け
加
工
馬
鈴
薯
生
育
調
査

穂別

苫
小
牧
市
場
の
初
競
り
で
高
値
１
万
１
千
円

ほ
べ
つ
カ
ン
ロ「
と
も
り
ん
」初
競
り
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か
わ
町
穂
別
地
区
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「
ほ
べ
つ
メ

ロ
ン
」
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6
月
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り
J
A
と
ま
こ
ま
い
広

域
穂
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支
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出
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を
迎
え
た
。
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ロ
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佐
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歳
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（
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歳
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出
荷
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た
。
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㎏
／
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競
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。
秀
品
5
玉
1
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高
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万
円
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値
で
競
り
落
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さ
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。
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進
ん
だ
。
美
味
し
い
メ
ロ
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を
生
産
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な
っ
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取
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組
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で
、

地
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代
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す
る
初
夏
の
味
覚
を
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
」
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笑
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で
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し
た
。
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荷
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理事会報告
令和7年6月10日（火）に総合営農センターで第6回理事会が開催され、次の事項について報告、承認がされました。

付 議
事 項

議案第 １ 号　移動購買車導入に係る業者選定について

議案第 2 号　出資の増口と譲渡について

報 告
事 項

  1. 一般報告と当面する諸行事について

  2. 4月末財務報告について

  3. 組合員の異動について

  4. 内部監査の結果について

  5. 経営定期点検の結果について

  6. 第1四半期余裕金の運用報告について

  7. 第2回ALM委員会報告について

  8. 第2回コンプライアンス委員会報告について

  9. カスタマーハラスメント対応方針の制定について

10. JAバンク基本方針に基づく「体制整備モニタリング報告」について

11. JAバンク基本方針に基づく「経営管理資料」のうち農林中金が定める事項の報告について

12. マネロンリスクに係る取組状況について

13. 羽賀アドバイザーの活動報告について

14. 准組合員懇談会開催要領について

15. 7年産米穀の出荷契約について

16. 6年度北海道米（うるち米）啓発普及事業報告について

17. 7年度家畜共進会・枝肉共励会の予定について

18. 7年肥料年度（令和8営農年度用）取扱い要領について

19. 購買・販売部門の与信審査の結果について

　
J
A
と
ま
こ
ま
い
広
域

は
6
月
3
日
、
胆
振
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
協

力
の
も
と
、
管
内
16
件
の

圃
場
に
て
秋
ま
き
小
麦
の

出
穂
期
調
査
を
実
施
し
た
。

　
同
J
A
で
は
管
内
に
お

け
る
土
壌
特
性
に
合
わ
せ

た
施
肥
体
系
確
立
の
た
め
、

施
肥
時
期
を
考
慮
し
た
追

肥
指
導
を
実
践
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
越
冬
前
、
起

生
期
、
幼
穂
形
成
期
、
出

穂
期
、
登
熟
期
と
い
っ
た

生
育
段
階
ご
と
に
調
査
を

実
施
。
今
回
の
出
穂
期
調

査
で
は
草
丈
・
茎
数
・
幼

穂
の
状
態
・
葉
色
値
の
計

測
の
ほ
か
、
雑
草
や
病
害

虫
の
発
生
状
況
な
ど
を
確

認
し
た
。
出
穂
期
以
降
は
、

病
害
虫
発
生
の
有
無
を
予

察
し
な
が
ら
防
除
作
業
を
行
う
。
7
月
上
旬
に

登
熟
期
調
査
を
行
い
追
肥
効
果
の
確
認
、
下
旬

に
収
穫
を
迎
え
る
。

　
同
J
A
で
は
、
収
量
や
品
質
を
大
き
く
左
右

す
る
生
育
状
況
を
鑑
み
た
適
期
の
追
肥
励
行
の

た
め
、
生
産
者
や
職
員
の
理
解
醸
成
に
努
め
、

指
導
を
強
化
し
て
い
る
。

広域

施
肥
時
期
を
考
慮
し
た
追
肥
体
系
の
確
立

秋
ま
き
小
麦
出
穂
期
生
育
調
査

　
厚
真
町
農
業
再
生
協
議
会
（
宮
坂
尚
市
朗
会

長
）
は
、
6
月
2
日
か
ら
6
日
に
か
け
て
経
営

所
得
安
定
対
策
等
の
交
付
金
申
請
受
付
を
J
A

と
ま
こ
ま
い
広
域
本
所
総
合
営
農
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
た
。
J
A
農
産
部
に
よ
る
米
・
小
麦
・
大

豆
・
て
ん
菜
の
出
荷
契
約
も
併
せ
て
行
わ
れ
た
。

　
J
A
と
ま
こ
ま
い
広
域
は
厚
真
支
所
管
内
で

約
2
0
0
件
の
生
産
者
と
事
務
受
委
託
契
約
を

結
び
、
同
交
付
金
の
手
続
き
を
行
っ
て
い
る
。

　
受
付
で
は
水
田
政
策
の
見
直
し
や
制
度
の

概
要
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
本

年
の
作
付
品
目
や
面
積
の
聞
き
取
り
、
交
付

要
件
で
あ
る
生
産

性
の
向
上
を
図
る

取
り
組
み
確
認
な

ど
が
実
施
さ
れ

た
。
生
産
者
は
職

員
の
説
明
に
耳
を

傾
け
、
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て
質

問
が
挙
が
る
な
ど

関
心
の
高
さ
が
う

か
が
え
た
。

　
J
A
で
は
今
回

受
付
し
た
内
容
を

も
と
に
申
請
様
式

の
作
成
・
最
終
確

認
を
行
い
、
北
海

道
農
政
事
務
所
へ

申
請
書
類
を
提
出

す
る
。

厚真

経
営
所
得
安
定
対
策
等
交
付
金
の

申
請
受
付
並
び
に
農
産
物
出
荷
契
約

J
A
と
ま
こ
ま
い
広
域
厚
真
支
所

▲草丈および茎数を調査している
様子（むかわ町穂別にて）

▲聞き取りの様子
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　2025白老牛肉まつり（白老牛銘柄推進協議会主催）が6月7、8日の
2日間で開催された。昨年に続き会場は白老駅北観光インフォメーショ
ンセンター「ポロトミンタラ」周辺で、2日間で10，342人が来場した。
　2日間の開催のうち初日の午前中は小雨がぱらつく生憎の天気だっ
たが、それ以外は晴天に恵まれ、会場では家族連れや友人のグループ
など多くの人が白老牛を堪能する光景が広がっていた。
　今回用意した白老牛は7頭分。すべて上物で質の高い白老牛が店頭に並び、前売券交換
ブース、当日販売ブースともに長蛇の列ができるほど盛況だった。
　会場には焼き肉のほかにも様々な出店があり、ハンバーグサンドやビーフカレー、ハンバー
ガーなどが人気を集めていた。特に白老牛銘柄推進協議会青年部が出店したハンバーグサン
ドは客足が絶えることなく、最終日の終了時間を待たず販売終了となるほど人気だった。
　また同まつり名物の黒毛和牛の丸焼きの窯だしの時間になると、窯から出される瞬間を一目
見ようと大勢の人が押し寄せた。
　同まつり実行委員会の委員長を務めた石田拓矢（35）
さんは「まずは開催に当たり協力していただいた方々全員
に感謝申し上げたい。今年も多くの方に来場してもらい白
老牛を楽しんでもらえたことをうれしく思う。初日の午前中
は雨が降ったため残念だったが、それ以外は晴天でほっと
している。来年も開催となれば来場された方々にもっと楽
しんでもらえるような催しを考えていきたい」と話した。

【白老】 2025白老牛肉まつり開催
道内最大規模の肉フェス

▲黒毛和牛の丸焼き　窯だしの様子

▲白老牛銘柄推進協議会青年部
　白老牛ハンバーグサンド

▲広域産の野菜販売ブースの様子

▲焼肉会場の様子

第53回あつま田舎まつり開催

JAとまこまい広域が
地域振興に貢献

　胆振管内厚真町の表町公園で6月28日～29日、第53回あつ
ま田舎まつり（厚真町田舎まつり実行委員会主催）が開催。その
中でJAとまこまい広域厚真支所は「豊穣祈願祭」を執り行い農
産物の豊作を祈願したほか、特設のお米すくいどりブースで、厚
真産の「さくら米」を来場者に振る舞った。

　同JAからは青年部厚真支部が今年も出店。生ビー
ルやかき氷、JAジンギスカンなどを販売した。恒例の
特盛かき氷は、炎天下で絶えず行列を作り子どもたち
を笑顔にした。また、参加した青年部員は「自分が店頭
に立たなくても若手の部員だけで店が回っており少々
驚いているが、頼もしく思う」とブース裏で炭を囲み談
笑するベテラン部員との対照を印象的に語った。同支
部では10数年青年部活動を行ってきた盟友と若手部
員たちの世代融合が進んでいる模様だ。
　その他畜産部による牛乳配布や田舎まつり音頭パ
レードに役職員約30名が参加するなど、同JAは様々
な形でまつりを盛り上げ地域振興に貢献した。

▲鏡開きの様子（豊穣祈願祭）

▲青年部員によるかき氷販売▲さくら米のすくいどりをした来場者
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さんさん

あぐり講座
胆振農業改良普及センター東胆振支所

J A とまこまい広域

ワンポイント営農情報

小麦収穫後の土壌改良は、ベストタイミング
小麦収穫後は、次年度作物のために土壌改良をしましょう。
　①土壌分析～土壌ｐHや成分バランスを適正な領域に改善しよう
　　　　土壌は、降雨や施肥により年々酸性化が進みます。土壌が酸性化すると作物の生育阻害やアルミニウム

イオンが溶け出すことによる根への機能障害作用・リン酸の難溶化、微量要素が溶け出す・溶けにくくなる
ことによる過剰障害・欠乏障害、石灰・苦土などの塩基の欠乏、微生物の活動に対する悪影響などが作物の
生育に影響を与えます。

　②後作緑肥の栽培
　　　　後作緑肥は、地力維持・向上などに加え、雑草繁茂の防止、有害センチュウ類の密度低減などの効果が期

待できます。播種は、小麦収穫後できるだけ速やかに行いましょう。

シリーズNo.60　おいしい米づくり
～出穂からの病害虫防除のポイント～

1　アカヒゲホソミドリカスミカメ被害による斑点米対策
　　　近年は、夏場の高温年でも適切な防除の
実施により、カメムシの水田での発生は少な
く、斑点米の発生は低く推移しています。

　　　しかし、ほ場の周辺環境によっては、斑点
米の混入が続いているほ場も見られ、調製時
の歩留低下につながる事例も懸念されます。

　　　斑点米の発生が続いているほ場では、
基幹防除（水田内の開花終了から早い穂
がかがみ始めた頃）が早すぎないかの確認や基幹防除後7～10日目の追加防除の実施を検討して下さい。

2　倒伏状況の確認と次年度の対応
　　　7月に入り急激に気温が上昇しやすくなり、出穂後に早期倒伏するほ場が目立つようになっています。早期

倒伏は、登熟不良となり収量の低下、未熟粒や発芽粒などの被害粒によ
る品質低下につながっています。

　 　原因としては、出穂直前の高温により稈が急激に伸びることによる軟
弱化や病害による稈の劣化が助長しているとされています。

　 　倒伏が続けてみられるほ場では、土壌診断による施肥の再設計や不
足養分の補給、病害では赤色菌核病による葉鞘の枯れ上がりの予防を
取り入れるなどの対応が必要となります。

出穂期 いもち基幹防除

出穂期から
7日後 カメムシ基幹防除

追加防除
上記より7日後

カメムシ予察により水田への入り込みが一定数
確認された場合必要となる

残効性の高いスタークル剤
やキラップ剤の使用により
防除の効率化を図っている

図1　カメムシの防除体系

表4　緑肥の効果

イネ科
イネ科
マメ科

アブラナ科
キク科

◎
◎

〇
◎

〇
〇
◎
〇

〇
〇

〇
◎

〇
〇
◎

◎

注2
注2

注2
注2

〇
〇
◎

〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇

〇
〇

×
◎
×
×
×

◎
◎
×
×
×

◎
◎〇

えん麦
えん麦野生種
ヘアリーベッチ

シロカラシ
ひまわり

有機物
供給

窒素
効果

物理性
改善

透水性
改善

キタネグサレ
センチュウ

キタネコブ
センチュウ

菌根菌 病害 雑草
抑制

土壌侵
食防止

養分流
亡防止

農村景
観保持

作物名 科名
効　　果

注1 ◎：非常に効果がある、〇：効果がある、×：線虫を増やす。
注2 えん麦はジャガイモそうか病に効果がある。えん麦野生種はジャガイモそうか病、小豆落葉病に効果がある。
 シロカラシはジャガイモそうか病、根こぶ病を助長する。
 ひまわりは半身萎凋病の発生を助長する恐れがある（抵抗性品種の作付けが望ましい）。
注3 雑草抑制効果は十分な生育量が前提となる。
注4 品種の詳細な特性等は種苗会社のカタログ等を参照する。
　【出典】「北海道緑肥作物等栽培利用指針（改訂版）」（2004年、道農政部、一部変更）
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出穂期から
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図1　カメムシの防除体系
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かぼちゃ果実斑点
細菌病対策 !

　高温・多湿の気候になると、かぼちゃで果実斑点細菌病による葉の枯れ上がりが多発する
恐れがあります。また、果実では大型突起やかさぶた状症状が見られ、収量が低下する要因
になるので注意しましょう。
　適切な薬剤散布により収量や品質を高め、収益性の向上を図りましょう。

１　果実斑点細菌病の主な症状
①育苗中：葉に円形の灰褐色病斑
②定植後：�茎葉に水浸状小斑点、�

円形灰褐色病斑
③茎葉の萎縮、子づるの伸長緩慢
④茎部の症状
⑤果実にかさぶた症状や突起症状
⑥大型突起症状

２　薬剤防除のポイント
　例年、育苗中に発病する育苗施設で
は発病前に薬剤の茎葉散布を行う。ま
た、育苗中に発病を認めた場合は、発
病苗を除去後に薬剤の茎葉散布を実施
する。なお、薬害の発生に注意する。
　定植後は、高温多湿条件で多発傾向
となる。防除適期は雌花の開花直前
( 幼果の時期 ) なので、葉に斑点が多
く見られる場合は、突起果の発生を抑
えるため、速やかに防除を実施する。
１番果着蕾期 ( 開花 7日前 ) から 7日間隔で2～ 3回薬剤の茎葉散布を行う。
　ただし、露地セル育苗作型や露地直播作型で、１番果着蕾期前に発病を認めた場合には、すみやかに
薬剤散布を開始する。

【防除例】
　クプロシールド（1,000～2,000倍）またはコサイド3000（2,000倍）
※注意　高温時の散布は避ける。
　　　　また、コサイド3000を使用する場合は、薬害軽減のために炭酸カルシウム水和剤等を加用する。

①育苗中の症状 ②定植後の葉の症状

⑥大型突起症状

④茎部の症状③茎葉の萎縮

⑤かさぶた症状(小型突起)
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ホクレン南北海道黒毛和種市場

J A 日 誌

　組合員の皆さまにおかれましては、毎日の農作業大変
忙しいことと存じます。日頃よりJA事業に対し特段のご
協力を賜り厚くお礼申し上げます。
　5月21日からの白老支所（苫小牧西部を含む）を皮切
りに全支所で行った「共済一斉推進」の際には、大変お
忙しい中お時間を割いて頂き、誠にありがとうございま
した。
　併せて、ご契約していただきました皆さまへも、心よ
りお礼申し上げます。
　今後ともJA事業へのご理解とご協力をお願い申し上げ
るとともに、農作業中の事故・ケガなどには十分ご注意
され、豊穣の秋を迎えられますことを心よりお祈りいた
します。

共済推進対応のお礼

お悔やみ 謹んでご冥福をお祈りいたします。

6/1

6/3

6/11

6/14

6/17

6/19

73

96

84

72

86

44

むかわ町

厚真町

厚真町

むかわ町

厚真町

安平町

谷口　　彰さん

松原　鎤松さん

松原　敏和さん
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第 7 回理事会（移動理事会）

2025日胆畜産共進会（黒毛和種の部）

青果物産地協議会

第 42 回むかわ町穂別流送まつり　～20日

海の日（祝）
苫小牧市民親子料理教室（苫小牧市民活動センター）

日胆地区共済推進委員会（苫小牧）
第 6 回企画会議

ホクレン肥料空知工場・JA いわみざわ本所事務所視察

准組合員利用者懇談会（子供農業体験バスツアー）
ハイジ牧場

厚生連理事会
むかわ町農業振興対策協議会

いなげや来所
カルビーポテト（株）社長・北海道本部長来所

第２四半期実地棚卸、苫小牧港まつり　～3日
（株）角三　佐久間社長　南瓜圃場巡回　～２日

穂別支所生産者交流会
しらおい夏の牛肉フェア

全共連総代選挙開票日

中小機構　令和６年度推進表彰
年金友の会厚真支所　ファイターズ観戦、課長研修Ⅰ（第２回）

JA バンク本部委員会（札幌）
足跡の会（森林組合）主催　被災山林視察、ホクレン肉牛市場

生産組織との意見交換会

ホクレン乳牛市場
北海道米生産者交流会（岩見沢）

山の日（祝）

第４回地区担当理事会議、第６回監事会
第８回理事会、ホクレン意見交換会
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31日 北海道酪農協会
農林水産省実務担当官との懇談要請　～1日木
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